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ン技術，を挙げることができる．本章では，これら
の課題を解決する近距離無線通信に関する研究事例
を紹介する．

■通信相手の特定技術および認証技術
　従来の通信技術では，通信相手となる情報や機器
を特定するために，URLやホスト名などの実空間
と関係のない識別子が用いられてきた．このことが
近距離無線通信において通信相手を直感的に特定す
ることを困難にしている．これを解決するために
実空間における機器の相対的な位置情報を識別子
として利用する研究が行われている．NearMe1）で
は，周辺に存在する機器のリストと，それらの相対
的な位置情報をアプリケーションへ提供するための
フレームワークが実現されている．さらに筆者らは，
NearMeの機能に加えて，機器間だけで位置計算で
きる機能を実現し，その機能を DNSに組み込むこ
とで直感的かつ利便性に優れた通信相手の特定技術
を確立している 2）．
　また，通信相手が実空間上の機器と一致している
かを認証する研究が行われている．文献 3）では加
速度センサを有する 2 台の機器を（握手するように）
一緒に手に持って振り，そのときの加速度センサ値
から共通の鍵を個別に生成する手法が提案されてい
る．これらの鍵が一致するかどうかで通信相手の認
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図 -1　近距離通信の有効例
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近距離通信の現状

　20世紀末から 21世紀初頭にかけてのモバイル機
器の普及は，コンピュータのパーソナル化を推し進
め，さらには個人のデータを持ち運ぶモバイル分散
環境を広く社会に浸透させるきっかけとなった．こ
のためモバイル機器は，移動先でのシームレスなネ
ットワークアクセスに加えて，図 -1のような移動
先にある近くの機器とのデータ通信（近距離通信）を
実現してこそ活躍の場があると考える．このような
近距離通信では，実空間における人や機器との出会
いにより通信が誘発される点に加えて，実空間から
通信相手が見出される点が特徴的であり，実空間か
ら得られる直感性を活かすことが重要となる．しか
しながら，現状の実現方法では，従来の通信技術が
単に流用される場合が多く，それらの特徴が活かさ
れているとは言い難い．すなわち，従来の通信技術
では，ネットワーク上に構築される論理空間内で情
報や機器が整理され，その空間に主体が置かれるこ
とで，実空間を意識させない通信が実現されている．
したがって，従来の通信技術の流用では，近距離通
信が論理的で複雑なものとなり，近距離であること
の直感性を活かすことが困難である． 

近距離無線通信の研究事例

　BluetoothやWiFi Directのような無線通信デバイ
スを用いて，周辺に存在する機器と一時的にネット
ワークを形成し，直接的なデータ通信を行う環境を
想定する．このような近距離無線通信を支援する技
術課題として，直感的で利便性に優れた通信相手の
特定技術および認証技術，セキュアな通信技術，誰
でも扱えるネットワーク構築およびアプリケーショ
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証が実現される．筆者らは，加速度センサを利用せ
ずに，送信機器を振ることにより生じる無線伝送路
の変動を抽出して，共通の鍵を生成する手法を開発
している 4）．生成した鍵を利用して，近距離環境に
おけるセキュアな無線通信と，実空間での機器の認
証を実現する．このほかにも，観測できる無線電波
の受信信号強度の類似性による認証や，機器上に表
示される情報を音や視覚を用いて互いに確認し，そ
れらの情報が一致することによる認証なども提案さ
れている．

■近距離無線通信のためのミドルウェア技術
　Eye-Fi☆ 1など無線機能を有する記憶デバイスが
登場し，最近ではWiFi DirectというWiFiを用い
て Bluetoothのようなアドホック接続を実現する仕
組みも登場している．筆者らは，こうした無線機能
付きメモリをアドホック接続して共有ストレージ化
するローカルクラウドストレージを提案している
（図 -2）．これにより，会議や授業といったすべて
の機器が 1ホップで接続可能な近距離環境におい
て，ユーザが通信設定を意識することなく，直感的
かつ安全なファイル共有を実現する 5）．

近距離無線通信のこれから

　これからの 10年，筆者らは近距離無線通信をよ
り良いものにするために以下のような研究に着手す
ることを考えている．
　今後のモバイル環境では，移動通信網がさらに
高速化し，モバイル機器上のすべてのデータが，
Dropbox☆ 2等のクラウドストレージ上に保存され
ると考えられる．筆者らは，このような環境での近
距離無線通信として，データのポインタだけを実空
間上で交換し，データ本体をクラウド上で交換する
方式を実現する．特に，この実空間上でのポインタ
の交換を直感的かつ安全に実現する手法を研究する．
　さらには，直感性を極めた近距離無線通信を実現

し，情報通信技術を意識させない社会の構築を考え
ている．そこでは情報通信技術が実空間にシームレ
スに溶け込み，センサによりさまざまな実空間の情
報が収集されると同時に，Tangible Bits6）のようなイ
ンタフェースを用いて情報と人間が接することにな
る．筆者らは，そのような社会を支える基盤技術と
して，人の感覚の一部のような近距離無線通信技術
を構築し，老若男女が明るく楽しく利用できる情報
通信技術の未来を創る．
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図 -2　ローカルプライベートクラウドの概要

☆1 http://www.eyefi.co.jp/
☆ 2 http://www.dropbox.com/


